
 

 

 

 

 

令和３年度第２回豊山町都市計画審議会 

 

議案別冊１ 

 

 

諮問第１号 

「豊山町都市計画マスタープランの一部改訂について」 

・豊山町都市計画マスタープラン新旧対照表 
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１．一部改訂の背景と目的 
近年、東日本大震災をはじめとした大規模な災害が発生しており、愛知県においても南海トラフ地

震の発生が懸念されており、愛知県だけで東日本大震災に匹敵する被害が想定されております。また、

全国各地で豪雨災害が発生しており、愛知県全体の災害対応力の強化が求められています。 

そのため、愛知県は大規模災害時に全国からの救助・救援人員や支援物資を受け入れ、被災地域や

地域の防災拠点に迅速・的確に供給する後方支援を担う「基幹的広域防災拠点」の整備を「豊山町青

山地区」で進めることとなりました。 

今回、愛知県の基幹的広域防災拠点の整備に向けて、市町村の都市計画の基本方針である「豊山町

都市計画マスタープラン」及び緑地の保全や緑化の推進に関する基本計画である「豊山町緑の基本計

画」の一部を改訂することとしました。 

 

２．愛知県基幹的広域防災拠点の概要 
基幹的広域防災拠点は、新たに整備を行う消防学校及び神明公園を含む公園で構成されており、平

常時及び災害時には以下の機能をもたせて運用する予定です。 

【平常時】 

消防学校 ⇒ 消防防災に関する教育訓練や児童・生徒、住民等に向けた防災教育・人材育成 

公  園 ⇒ 地域の賑わい創出 

【災害時】 

消防学校 ⇒ 防災拠点の本部機能、広域医療搬送機能 

公  園 ⇒ 消防、警察、自衛隊等の支援部隊ベースキャンプ機能、 

支援物資の集積・中継・分配機能 

３．豊山町都市計画マスタープランの主な変更点 

 【将来都市構造図】 

・ 新たに「防災・緑地ゾーン」を

追加し、「憩いと交流の拠点」

と「広域防災拠点」を見直し 

 【都市施設（公園緑地）の整備の方

針】 

・ 新たに整備する都市公園（愛知

県防災公園）を追加し、整備方

針図を見直し 

 【都市防災の整備方針】 

・ 基幹的広域防災拠点の整備促

進を追加 

・ 新たに避難所となる施設の整

備推進を追加 

 

 

 

 

４．豊山町緑の基本計画の主な変更点 

豊山町都市計画マスタープランの

改訂に合わせて、関連する計画部分を

修正 

 【都市施設（公園緑地）の整備の方針】 

・ 新たに整備する都市公園（愛知

県防災公園）を追加し、整備方

針図を見直し 

 【緑の将来像】 

・ 基幹的広域防災拠点の整備に向

けて、「農業環境検討ゾーン」

と「緑化推進ゾーン」の一部を

「広域防災ゾーン」とし、「憩

いと緑の拠点」を「憩いと交流

の拠点」に見直し 

 

 

豊山町都市計画マスタープラン一部改訂の背景と概要 
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【構想編】1.全体構想 

１－３『将来都市構造』の見直し 

 

   ⇒基幹的広域防災拠点の整備に向けて、新たに「防災緑地ゾーン」を加え、「憩いと交流の拠点」と「広域防災拠点」を見直しました。 

 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 素 案 

P.12 

 

 図 将来都市構造図 

 

 

P.12 

 

図 将来都市構造図 

見直し 
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【構想編】1.全体構想 

１－３『将来都市構造』の見直し 

 

   ⇒基幹的広域防災拠点の整備に向けて、新たに「防災緑地ゾーン」を加え、「憩いと交流の拠点」と「広域防災拠点」を見直しました。 

 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 素 案 

P.13 

 

 

 

 

P.13 

 

 

見直し 
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【構想編】1.全体構想 

１－４ 都市整備の方針の見直し 

  (1)土地利用の方針 

   ⇒【市街化調整区域の土地利用の方針】について、「先端産業誘導地区」及び「農業環境検討地区」から、「憩いと交流の拠点地区」に見直しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.16 
(1) 土地利用の方針 

【市街化調整区域の土地利用の方針】 

2.農業環境検討地区 

金剛地区の市街化調整区域は、国道４１号に面する地域に商業施設等が立地し、その

背後地には、公共施設、分家住宅等の立地もあることから、今後は耕作放棄地の発生を

抑制し、農地として保全しつつ、将来の土地利用のあり方を検討する地区とします。 

3.地域振興関連地区（リザーブ用地） 

広域交流拠点地区の南に面する中道地区は、地域振興関連地区（リザーブ用地）とし

て配置します。ここでは、広域交流拠点のにぎわいを増進させるために、支援施設の整

備を推進し、広域交流機能として充実します。 

4.先端産業誘導地区 

神明地区の空港隣接地においては、農業環境、居住環境との共存を図りつつ、空港機

能と一体となった航空宇宙関連の先端技術産業の研究開発・生産施設の立地を誘導しま

す。 

 

 

P.16 
(1) 土地利用の方針 

【市街化調整区域の土地利用の方針】 

2.地域振興関連地区（リザーブ用地） 

広域交流拠点地区の南に面する中道地区は、地域振興関連地区（リザーブ用地）とし

て配置します。ここでは、広域交流拠点のにぎわいを増進させるために、支援施設の整

備を推進し、広域交流機能として充実します。 

3.憩いと交流の拠点地区 

臨空（神明）公園周辺は、町民及び町に訪れる人々の憩いと交流の拠点地区とします。

また、大規模災害時には、名古屋空港と一体となって県内の救援・物資輸送等に寄与す

る新規公園及び災害対策の担い手の育成の場となる消防学校等の整備を促進し、広域防

災拠点機能の充実を図ります。 

 

 

見直し 
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【構想編】1.全体構想 

１－４ 都市整備の方針の見直し 

  (1)土地利用の方針 

   ⇒【市街化調整区域の土地利用の方針】について、「先端産業誘導地区」及び「農業環境検討地区」から、「憩いと交流の拠点地区」に見直しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.17  P.17 
 

見直し 
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【構想編】1.全体構想 

１－４ 都市整備の方針の見直し 

  (3)都市施設（公園緑地）整備の方針 

   ⇒新たに整備する都市公園について追加しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.20 
(3)都市施設（公園緑地）整備の方針 

【基本的な考え方】 

都市公園である臨空(神明)公園を拠点として、一級河川大山川沿いの遊歩道等を活用

しながら、町民の憩いの場を整備します。 

【公園緑地の方針】 

1.都市公園 

既存の都市公園は、効率的かつ適切な維持管理に努め、安全性や利便性を確保し、町

民の憩いの場、緑の拠点としての機能を推進します。 

また、町内に広く点在する児童遊園や運動施設、緑道等の既存施設については、公園

を補完する施設として活用し、適切な維持管理に努め、街区公園・近隣公園の検討・整

備を推進します。 

 

 

 

 

P.20 (3)都市施設（公園緑地）整備の方針 

【基本的な考え方】 

都市公園である臨空(神明)公園を含む新たな防災機能を備えた公園を拠点として、一

級河川大山川沿いの遊歩道等を活用しながら、町民の憩いの場を整備します。 

【公園緑地の方針】 

1.都市公園 

既存の都市公園は、効率的かつ適切な維持管理に努め、安全性や利便性を確保し、町

民の憩いの場、緑の拠点としての機能を推進します。 

また、町内に広く点在する児童遊園や運動施設、緑道等の既存施設については、公園

を補完する施設として活用し、適切な維持管理に努め、街区公園・近隣公園の検討・整

備を推進します。 

新規公園は、臨空(神明)公園と一体となって、憩いと交流によるにぎわいの空間とし

て整備を促進します。また、名古屋空港、消防学校等と一体となって、大規模災害時の

救援・物資輸送等の安全・安心となる機能を高めます。 

 

 

 

 

見直し 

見直し 
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【構想編】1.全体構想 

１－４ 都市整備の方針の見直し 

  (3)都市施設（公園緑地）整備の方針 

   ⇒【基本的な考え方】【公園緑地の方針】の方針を受け、都市施設（公園緑地）の整備方針図を見直しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.22 
 

P.22 
 

見直し 
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【構想編】1.全体構想 

１－４ 都市整備の方針の見直し 

  (5)市街地整備の整備方針 

   ⇒(1)土地利用の方針において、「先端産業誘導地区」を見直したため、市街地の整備方針図を見直しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.26 
 

P.26 
 

見直し 
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【構想編】1.全体構想 

１－４ 都市整備の方針の見直し 

  (6)都市施設の整備方針 

   ⇒【基本的な考え方】において、「基幹的広域防災拠点」の整備促進を追加しました。 

⇒【都市防災の方針】において、避難所の整備について追加しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.27 
(6)都市防災の整備方針 

【基本的な考え方】 

南海トラフ地震の発生や、近年、全国各地で多発している局地的豪雨等による風水害

の影響が危惧されていることから、「豊山町地域防災計画」に基づき、災害に強いまちづ

くりを推進します。 

 

 

【都市防災の方針】 

旧耐震基準で建てられた建築物の耐震化や、避難路に面する危険ブロック塀の除却を推

進し、密集市街地においては、狭あい道路の解消を目的とした局所的な改良などの小規模

な道路整備を推進することにより、市街地における避難・延焼遮断空間を確保します。ま

た、災害時の支援物資等を円滑に輸送するため、緊急輸送道路などにおける無電柱化を推

進します。 

本町は全域、特定都市河川浸水被害対策法に基づく特定都市河川流域（新川流域）に

指定されていることから、新川流域水害対策計画に従って、下水道と連携し、効率的な

浸水被害対策を推進します。また、河川の整備、河川管理施設の機能強化を推進すると

ともに、新たな市街地の開発にあたっては、調整池を設置するなどの対策を推進します。 

 

 

 

 

P.27 (6)都市防災の整備方針 

【基本的な考え方】 

南海トラフ地震の発生や、近年、全国各地で多発している局地的豪雨等による風水害の

影響が危惧されていることから、「豊山町地域防災計画」に基づき、災害に強いまちづく

りを推進します。 

また、大規模な災害に対応するためには、愛知県全体の災害対応力の強化が急務とさ

れており、愛知県における「基幹的広域防災拠点」となる拠点整備を促進します。 

【都市防災の方針】 

旧耐震基準で建てられた建築物の耐震化や、避難路に面する危険ブロック塀の除却を推

進し、密集市街地においては、狭あい道路の解消を目的とした局所的な改良などの小規模

な道路整備を推進することにより、市街地における避難・延焼遮断空間を確保します。ま

た、災害時の支援物資等を円滑に輸送するため、緊急輸送道路などにおける無電柱化を推

進します。 

災害発生時に備え、避難所が不足する地域に避難所となる施設の整備を推進します。 

本町は全域、特定都市河川浸水被害対策法に基づく特定都市河川流域（新川流域）に

指定されていることから、新川流域水害対策計画に従って、下水道と連携し、効率的な

浸水被害対策を推進します。また、河川の整備、河川管理施設の機能強化を推進すると

ともに、新たな市街地の開発にあたっては、調整池を設置するなどの対策を推進します。 

 

 

 

 

見直し 

見直し 
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【構想編】2.地域別構想 

２－２ 新栄小学校区 の見直し 

  (2)地域の主要な課題 

   ⇒1.全体構想の(1)土地利用の方針において、「先端産業誘導地区」を見直したため、新栄小学校区の地域の主要な課題を見直しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.32 
(2)地域の主要な課題 

地域の現状や全体構想における位置づけから、本地域には次の主要な課題が挙げられま

す。 

【幹線道路沿道のにぎわいと生活利便性の向上】 

国道４１号及び(都)空港中央線は商業・オフィス軸として、（都）豊山西春線及び（都）

豊山水分橋線は生活交流軸としての充実を図ることが課題です。 

【空港、既存航空宇宙産業等と一体となった産業立地の誘導】 

県営名古屋空港に隣接する神明地区は、航空宇宙関連産業の振興を図るため、農業環

境、住宅地環境との共存を図りつつ、空港機能と一体となった先端技術産業の研究開発・

生産施設の立地を誘導することが課題です。 

 

 

 

P.32 (2)地域の主要な課題 

地域の現状や全体構想における位置づけから、本地域には次の主要な課題が挙げられま

す。 

【幹線道路沿道のにぎわいと生活利便性の向上】 

国道４１号及び(都)空港中央線は商業・オフィス軸として、（都）豊山西春線及び（都）

豊山水分橋線は生活交流軸としての充実を図ることが課題です。 

 

【削除】 

 
見直し 
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【構想編】2.地域別構想 

２－２ 新栄小学校区 の見直し 

  (4)地域づくりの方針 

   ⇒【土地利用の方針】の「2.市街化調整区域」について、「農業環境検討地区」及び「先端産業誘導地区」から、「憩いと交流の拠点地区」に見直しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.34 
 

 
P.34 

 

見直し 
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【構想編】2.地域別構想 

２－２ 新栄小学校区 の見直し 

  (4)地域づくりの方針 

   ⇒【公園緑地の方針】において、新規公園を追加しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.35 
 

 
P.35 

 

見直し 
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【構想編】2.地域別構想 

２－２ 新栄小学校区 の見直し 

  (4)地域づくりの方針 

   ⇒【都市防災の方針】において、避難所の整備について追加しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.35 

最 下

段 

P.36 

 

 
P.36 

 

見直し 
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【構想編】2.地域別構想 

２－２ 新栄小学校区 の見直し 

  図 地域別構想図（新栄小学校区） 

   ⇒【土地利用の方針】の「2.市街化調整区域」について、「農業環境検討地区」及び「先端産業誘導地区」から、「憩いと交流の拠点地区」に見直しました。 

現都市計画マスタープラン（Ｒ２年） 一 部 改 訂 案 

P.37  P.37 
 

 

見直し 


